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１．はじめに

佐見断層および白川断層は，岐阜県美濃地方東部

の白川町および東白川村付近を東北東－西南西方向

にほぼ平行に延びる右横ずれ活断層である．阿寺山

地と美濃高原の境界を北西－南東方向に延びる阿寺

断層系（佃ほか，1993）の南西側にほぼ直角に接す

るように分布しており（第 1 図），地震調査研究推進

本部地震調査委員会（2004）では，これらを一括し

て阿寺断層帯としている．

阿寺断層帯のうちの佐見断層および白川断層につ

いては，まず山田ほか（1976）によって地質断層と

して記載・命名され，その後，活断層研究会編（1980，
1991）によって活断層として図示された．中田・今

泉編（2002）は，両断層を第四紀後期に活動した断

層として図示している．また，池田ほか（2006），中

田ほか（2006），岡田ほか（2006a），岡田ほか（2006b），
鈴木・杉戸編（2010）は，両断層の活断層の詳細位

置を示した．

平成 16 年 12 月に公表された地震調査研究推進本

部による長期評価（地震調査研究推進本部地震調査

委員会，2004）では，阿寺断層帯主部（いわゆる阿
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寺断層系）北部の最新活動時期は約 3,400 年前以後，

約 3,000 年前以前，平均活動間隔は約 1,800～2,500
年であったと推定され，また南部の最新活動時期は

1586 年（天正 13 年）の天正地震で，平均活動間隔

は約 1,700 年であった可能性があると評価された．

しかしながら，阿寺断層帯のうちの佐見断層帯およ

び白川断層帯については，過去の活動に関する資料

が全く得られておらず，今後十分な調査を行う必要

があるとされた．

この評価結果を受けて，産業技術総合研究所では，

平成 23 年度文部科学省委託事業「活断層の補完調査」

の一環として，阿寺断層帯の佐見断層および白川断

層について，断層の分布，活動性および活動履歴を

明らかにすることを目的に調査を実施した．

２．佐見断層

2.1 調査内容と断層の分布

今回の調査で空中写真から判読した断層位置は鈴

木・杉戸編（2010）に示された断層線にほぼ一致す

るため，第 2 図には鈴木・杉戸編（2010）の断層線

を示す．断層は，西南西－東北東に延びる右横ずれ
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断層の佐見断層と，西北西－東南東方向に延びる左

横ずれ断層の室山断層からなる．佐見断層の西端は

七宗町葛屋付近で，白川町上油井付近で飛騨川を横

断し，下佐見久室付近からは概ね佐見川の河谷に沿っ

て延びる．有本付近からは 2 本に分岐し，そのうち

北東方向に延びるものは，シャープなリニアメント

として峠を越えて中津川市加子母二渡付近まで連続

する．

今回の調査では，佐見断層の中で比較的断層変位

地形が明瞭な岐阜県加茂郡白川町村君（村君地点）

において空中写真図化およびピット調査を，同町上

佐見小
こ の

野（小野地点）において空中写真図化および

トレンチ調査を，同町上佐見吉田（吉田地点）にお

いて空中写真図化およびピット調査をそれぞれ実施

した．図化に用いた空中写真は，米軍撮影 R1216，
国土地理院撮影 CCB-75-25 C15B，同 CCB-77-14 C4，
林野庁撮影の山 -393 C11 である．

2.2 各地点の調査結果

（1）村君地点

飛騨川の右岸にあたる村君地点では，断層に沿っ

て長さ 1 km 程度の直線状の崖地形が認められ，それ

を横切るように扇状地性の段丘が認められる．空中

写真図化による地形図を第 3 図に，地形断面図を第

4 図に示す．段丘面の勾配は 10～25％程度と急傾斜

であり，断層による上下変位は明瞭ではないが，村

君 -2 測線の地形断面では，赤矢印で示した地点で若

干（1～2 m 程度）の段差が認められ，北側隆起の上

下変位を示している可能性がある．

段丘面の年代を推定するため，ピット調査を実施

した．ピット掘削位置は第 3 図に示す．ピット壁面

には段丘面を構成する堆積物と考えられる巨礫を含

む砂質シルト層と，その上位に暗褐色ないし黒色の

腐植質シルト層が分布するのが確認された．放射性

炭素同位体年代測定の結果，段丘堆積物直上の腐植

質シルト層から 5560 ± 40 yBP（暦年で BC 4447～
4357；第 1 表）の年代値が得られた．段丘面はこの

年代以前に形成されたと考えられるが，この結果か

ら断層の活動時期等を議論することはできない．

（2）小野地点

小野地点付近では，佐見川が断層から離れて北側

を流れており，断層沿いには鞍部と浅い谷が連続し

ている．空中写真図化による地形図を第 5 図に示す．

この範囲では，一部の河谷や尾根に，系統的ではな

いものの，10～30 m 程度の右ずれ屈曲が認められる．

また，この範囲の東寄りでは，断層の北側に上流部

が切られた谷地形（風隙地形）が見られる．

小野地点では，断層に沿って延びる谷の谷中分水

界付近において，谷を横切るようにトレンチを掘削

した．ただし，用地のスペースと重機の搬入経路，

掘削残土置き場の関係から，1 つのトレンチで谷を

完全に横断することができなかったため，まず谷の

北壁斜面から谷中央にかけて A トレンチを，次いで

その西側で谷の南側の斜面にかけて B トレンチを，

最後に A トレンチの南東側に平行に C トレンチを掘

削した．（第 6 図）．

A トレンチ

A トレンチの壁面スケッチを第 7 図に示す．A ト

レンチでは，トレンチ北端の下部に基盤岩の濃飛流

紋岩が露出し，その上位には濃飛流紋岩の角礫から

なる斜面堆積物が不整合関係で覆っているのが観察

された．基盤岩の濃飛流紋岩には細かい節理が発達

しているものの，断層破砕帯等は見られない．トレ

ンチの中央部では，斜面堆積物と指交関係にある砂

およびシルト層が厚く堆積しているのが観察された

が，これらを変位させる明瞭な断層は確認されなかっ

た．

壁面に露出した地層は上位から 1 層～6 層に区分

した（以下，B トレンチ，C トレンチに共通）．1 層

は現在の表土および人為的に擾乱を受けた地層，2
層は腐植質の旧表土，3 層は粘性の高い褐色のシル

ト層，4 層は細粒のガラス質火山灰層を挟む泥炭層

ないし腐植質砂層，5 層はラミナの発達した細礫ま

じりの砂およびシルト層，6 層は角礫を含む斜面堆

積物，7 層は基盤岩の濃飛流紋岩である．なお，4 層

中のガラス質火山灰は，屈折率が 1.4956～1.4978 の

間に集中していることから，姶良 Tn 火山灰（AT；
町田・新井，1976）に対比される．

トレンチ中央部の 3 層～5 層は，一部で不規則に

褶曲し，西壁面では 6 層との境界付近に低角で北傾

斜のすべり面が見られる．またトレンチの南寄りで

も，4 層の上下で南から北に引きずり上げられたよ

うな構造が見られる．しかしながら，これらの構造は，

堆積物の液状化もしくは流動化に伴う谷の両側から

の物質の移動で十分に説明可能であり，断層活動の

証拠となるような変形は認められない．トレンチは

谷の北壁斜面まで掘削していること，北端部に露出

する基盤岩が破砕していないことを考慮すると，断

層はトレンチの南側を通過している可能性が高いと

判断される．

B トレンチ

B トレンチの壁面スケッチを第 8 図に示す．B ト

レンチでは，A トレンチに露出した地層のうち，4
層と 6 層以外の各層が分布しているのが観察された．

なお AT テフラは 3 層の基底付近にパッチ状に挟ま

れているのが観察された．5 層は，南寄りほど角礫

を多く含み，斜面堆積物的となる．トレンチ底部には，

基盤岩（7 層）に断層粘土を挟む破砕帯が認められ，

そのうちのトレンチ中央部付近の断層は，上位の堆

積物を変位させているのが観察された．断層は単一
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の層内では不明瞭であるが，少なくとも 3 層と 5 層

の境界までは変位させている．しかしながら，断層

が 3 層内部のどこまでを変形させているのか不明瞭

であり，また年代測定試料も十分に得られなかった

ため，断層の活動時期を特定することはできなかっ

た．

C トレンチ

C トレンチの壁面スケッチを第 9 図に，写真を第

10 図に示す．C トレンチでは，層相から 2 層は 2a 層，

2b 層，2c 層に，3 層は 3a 層および 3b 層に区分した．

東壁面のほぼ中央部で，連続性のよい姶良 Tn（AT）
テフラ層を伴う泥炭および腐植土層を挟むシルト層

（4 層）が断層で切られているのが確認された（第 12
図 A）．その上部では，小断層や小規模な亀裂が雁行

しながらほぼＶ字形に分布し，亀裂の一部は少なく

とも最上部の土壌層（2a 層）直下まで連続し，一部

は 2a 層中にも連続しているように見える．断層は西

壁面ではほぼ垂直で，少なくとも 3b 層までを変位さ

せているのが観察された．ただし，東壁面のそれぞ

れの亀裂を挟んでの上下変位は認められず，またい

ずれの壁面でも，4 層を基準とした上下成分の断層

変位はごくわずかである．

東壁面の上部では，2c 層が下位の 3b 層中に挟み

込まれるように入り込んでいるのが観察された．3b
層中には，この 2c 層の入り込みに平行に数本の不規

則な形状のやや腐植質の挟みが認められる．なお，

前述した断層上のＶ字形の亀裂は，これらの挟みを

切って形成されている（第 11 図）．またグリッド 4.4
付近では，2c 層中には 3a 層が上向きに引きずり込

まれるような構造が見られる．

西壁面では 5 層から 3a 層に連続する複数の破断面

が観察され，その一部は 2b 層まで連続しているよう

にも見えるが，この面を境界とした上下変位は観察

されず，この面の成因は不明である．

放射性炭素同位体年代の結果を第 1 表に示す．東

壁面上部の亀裂を充填する堆積物からは 1060±
40 yBP（暦年で AD 901～1021）および 1110±30 yBP
（暦年で AD 895～976）の年代値が得られたため，約

1,100 年前以降にこの地点の佐見断層上で，少なくと

も地表に亀裂群が生じるような現象があったものと

考えられる．これらの亀裂は佐見断層の横ずれ変位

に伴うものである可能性があるが，変位量の見積り

はできず，佐見断層の固有規模の変位でない可能性

もある．

なお，2c 層からは 5 試料の年代測定を実施したが，

そのすべてが 2470 ± 30 yBP（暦年で BC 752～512）
から 2860 ± 40 yBP（暦年で BC 1111～976）の間の年

代を示している．これに対し，3b 層の上部からは

3760 ± 40 yBP（暦年で BC 2277～2060）および 3810
± 30 yBP（暦年で BC 2292～2201）と，2c 層より有

意に古い年代値が得られた．また 3b 層中の腐植質の

挟みからは 2790 ± 40 yBP（暦年で BC 1001～901）と，

2c 層とほぼ同じ年代値が得られた．これらの年代測

定結果を考慮すると，3b 層中の腐植質の挟みは，3b
層の堆積後，2c 層の形成とほぼ同時に形成されたも

のと考えられ，その成因としては，3b 層中に何らか

の亀裂が生じて 2c 層が落ち込んだ可能性が考えられ

る．ただし，この亀裂は下部の断層には連続しない

ため，断層活動との関連は不明である．

なお，4 層の腐植土層はトレンチ東壁面では連続

的に分布しているが，西壁面では断層の南側のみに

分布する．この腐植土層を奥へ掘り込んだところ，

壁面から約 35 cm で消滅することが確認された（第

12 図 B）．4 層は AT を挟む層準のため，この断層に

伴う AT 層準の右横ずれ変位は，最大でもトレンチ

の幅（約 2.4 m）+35 cm と推定される．AT テフラ層

堆積後の活動回数は不明であるが，仮に複数回の活

動があったとすると，その間の平均変位速度は概ね

0.1～0.01 m ／千年程度となる．

（3）吉田地点

吉田地点では，佐見川の右岸の斜面基部に数段の

段丘面が発達する．空中写真図化による地形図を第

12 図に示す．それらは面の比高から I～IV 面に区分

した．断層はこれらの段丘面を横切るように通過し

ていると推定され，元の河谷が直線状でない可能性

もあるために誤差が大きいが，IV 面が形成する段丘

崖に約 10 m，IV 面を開析する小河谷に約 20 m の右

屈曲が観察される．

段丘面の年代を推定するため，III 面上でピットを

掘削した．ピット掘削位置は第 13 図に示す．ピット

壁面には段丘面を構成する砂礫層が露出したが，そ

の上位は直接人為的な盛り土が載っており，年代試

料も得られなかったことから，吉田地点での段丘面

の年代に関しての情報を得ることはできなかった．

３．白川断層

3.1 調査地点の地形と調査概要

今回の調査で空中写真から判読した断層位置は鈴

木・杉戸編（2010）に示された断層線にほぼ一致す

るため，第 2 図には鈴木・杉戸編（2010）の断層線

を示す．断層は，西南西－東北東方向にほぼ連続的

に延びる白川断層（地震調査研究推進本部地震調査

委員会，2004 の白川断層と白川口－水戸野の断層に

相当）と，それに付随する若松断層，田代山断層な

どの断層で構成される．断層帯の西端部には田代山

断層が位置し，この西端（飛騨川右岸）を断層の西

端とした．白川断層は，白川町坂ノ東の飛騨川左岸

からほぼ白川に沿って延び，東白川村神土付近を経

て中津川市角領付近に至る．

今回の調査では，白川断層の中で比較的断層変位



吉岡敏和・廣内大助・杉戸信彦・細矢卓志・眞柄耕治

80

地形が明瞭な岐阜県加茂郡東白川村宮代（宮代地点）

において空中写真図化およびピット調査を，同村西

洞（西洞地点）においてトレンチ調査を，同村越
おつはら

原（越

原地点）において空中写真図化およびピット調査を

それぞれ実施した．図化に用いた空中写真は，国土

地理院撮影 CCB-77-14 C4，同 C6A である

3.2 各地点の調査結果

（1）宮代地点

宮代地点では，白川の右岸の斜面基部に扇状地性

の段丘面が発達する．空中写真図化による地形図お

よび地形断面図を第 14 図および第 15 図に示す．断

層はこの段丘面を横切るように通過していると推定

され，段丘面を開析する河谷に約 45 m および約

35 m の右屈曲が観察される．

段丘面の年代を推定するため，面上でピットを掘

削した．ピット掘削位置は第 14 図に示す．ピット壁

面には下部に段丘面構成層と考えられる角礫混じり

シルト層，その上位にやや腐植質なシルト層が露出

した．しかしながら，このやや腐植質なシルト層に

含まれる炭化物の放射性炭素同位体年代測定結果は

現世を示しており（第 2 表），宮代地点での段丘面の

年代に関しての情報を得ることはできなかった．

（2）西洞地点

西洞地点は断層に沿う鞍部にあたり，その北東に

は系統的な河谷の右横ずれ屈曲が認められる（第 16
図）．トレンチはこの鞍部において掘削した（第 17
図）．

トレンチの壁面スケッチを第 18 図に，写真を第

19 図に示す．トレンチの西壁面では，基盤岩の濃飛

流紋岩と，木片や植物遺体を多く含む軟弱な堆積物

が露出した．壁面に露出した地層は上位から 1 層～3
層に区分し，1 層は角礫を多く含む砂礫層およびシ

ルト層で，1a 層～1d 層に細分した．2 層は比較的淘

汰のよい砂層，3 層は砂質の角礫層，4 層は基盤岩の

濃飛流紋岩である．トレンチ西壁面では，1 層およ

び 2 層と 3 層および 4 層が，ほぼ垂直な境界で接し

ており，この境界は濃飛流紋岩中の断層に連続して

いるのが確認された．しかしながら，堆積物に含ま

れる試料の年代測定の結果，すべての試料でほぼ現

世を示す値が得られたこと（第 2 表），トレンチ西壁

面の 1d 層はシルト層のブロックや木片等がきわめて

雑多に混在していることなどから，少なくとも 1 層

は人為的な堆積物である可能性が高いと考えられる．

この地点は 1985 年頃に土地造成が行われているが，

それ以前の米軍撮影空中写真や 1977 年撮影の空中写

真では，ゆるやかな鞍部の地形で，トレンチの北東

側には北東に流れる谷の谷頭部が見られるが，基盤

岩が露出するような地形ではない．1987 年撮影の空

中写真と比較すると，1985 年頃の造成は，基本的に

はこの地形を埋積したものと考えられるが，その際

に表土や植生を処理するために溝を掘削した可能性

が考えられる．2 層については自然堆積の可能性も

あるが，上述した地形を考慮すると，基盤岩の斜面

に直接砂層が堆積するような環境は想定しにくいた

め，トレンチ西壁面で見られる 1d 層および 2 層はと

もに人工の堆積物で，基盤岩との垂直の境界は断層

境界ではなく，人工による掘削で基盤岩中の断層面

が剥離したものの可能性があると考えられる．

なお，トレンチ西壁面のグリッド 10 付近に見られ

る 3 層は，基盤岩を不整合関係で覆う角礫層である

が，1層および 2層と比較してきわめて締まりがよく，

人為的な堆積物とは考えにくい．トレンチの約 2 m
西側でピットを掘削したところ，1b～1d 層の分布は

なくなり，3 層と基盤岩がほぼ垂直な境界で接して

いるのが観察された（第 20 図）．この境界に沿って

は 3 層に礫の配列が見られるが，境界の形状は不規

則で，基本的には不整合関係と考えられる．しかし

ながら，3 層堆積時には基盤岩がほぼ垂直な崖を形

成して地表に露出していたということになり，この

地点の地形環境から考えて，浸食による崖の形成は

考えにくいことから，この崖は断層活動によって形

成された可能性が示唆される．しかしながら 3 層の

年代は不明である．

（3）越原地点

越原地点では，白川の右岸の斜面基部に扇状地性

の段丘面が発達する．空中写真図化による地形図を

第 21 図に示す．断層はこの段丘面を横切るように通

過していると推定され，段丘面を開析する河谷に約

30 m の右屈曲が観察される．

段丘面の年代を推定するため，面上でピットを掘

削した．ピット掘削位置は第 21 図に示す．ピット壁

面には下部に段丘面構成層と考えられる巨礫を含む

シルト層，その上位にやや腐植質なシルト層が露出

した．このやや腐植質なシルト層に含まれる炭化物

からは 3050± 30 yBP（暦年でBC 1385～1271；第 2表）

の放射性炭素同位体年代測定値が得られたが，この

堆積物は段丘面を構成する堆積物をやや削り込んで

堆積していることから，段丘面の形成年代はこの年

代よりも有意に古いものと考えられる．

４．まとめ

本調査の結果，佐見断層では約 1,100 年前以降に

少なくとも地表に亀裂群が生じるような現象があり，

これらの亀裂は断層の横ずれ変位に伴って生じた可

能性があるが，これが佐見断層の固有規模の活動か

どうかは不明である．

なお，白川断層については，過去の活動時期等に

関する具体的な情報は得られなかった．

謝辞　本研究を行うにあたって，岐阜県防災課，白
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者の皆様には多大なるご協力をいただいた．ここに

記して深く感謝の意を表する．
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第 1 表．佐見断層のトレンチおよびピット壁面から採取された試料の放射性炭素同位体年代の測定結果．14C 年代値
は Libby の半減期 5568 年を用い，δ 13C 補正を行った値を示す．暦年については，暦年較正ソフトウェア
Oxcal 4.1（Bronk Ramsey. 2009）を使用して，IntCal09 データセット（Reimer et al., 2009）に基づいて暦年較
正（誤差幅 1 σ）を行った値を示す．A：酸洗浄による前処理，AAA：酸－アルカリ－酸洗浄による前処理．

Table 1. Radiocarbon dates of the samples. 14C ages were corrected by δ 13C and calculated using Libby half-life of 5568 years. 
Calendar years are dendrochronologically calibrated probable age ranges of confidence levels 68.3% (1 σ), using Oxcal 
4.1 (Bronk Ramsey, 2009) and IntCal09 Radiocarbon Age Calibration database (Reimer et al., 2009). A: acid washes, 
AAA: acid/alkali/acid washes.

第 2 表．白川断層のトレンチおよびピット壁面から採取された試料の放射性炭素
同位体年代の測定結果．詳細は第 1 表と同じ．

Table 2. Radiocarbon dates of the samples. Notes are the same as Table 1.
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佐見断層

白
川
断
層

御嶽火山
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断
層
系

中津川

下呂

美濃加茂

美濃帯堆積岩類

濃飛流紋岩類

花崗岩類

濃飛流紋岩類

木曽川

飛騨川
第2図

B

第2図
A

10km

第 1 図．阿寺断層帯の活断層の分布と周辺の地質．産業技術総合研究所地質調査総合センターの 1/20 万シームレス
地質図（Google Maps 版）を使用．

Fig. 1. Geological map and location of the Atera fault zone. Seamless Digital Geological Map of Japan (1:200,000) by 
Geological Survey of Japan, AIST is used.
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100m

ピット掘削位置
村
君

村
君

第 3 図．村君地点周辺の空中写真図化による地形図（国道 41 号線バイパス建設前）．着色部は段丘面．
等高線間隔は 2 m．

Fig. 3. Topographic map of the Murakimi site made by airphotograph measuring. Colored area shows a terrace 
surface. Contour interval is 2 m.
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第 8 図．小野 B トレンチの壁面スケッチ．グリッドは法面上での 1 m 間隔．
Fig. 8. Log of the Kono B trench. Grid interval is 1 m on inclined trench walls.
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東壁面

西壁面

第 10 図．小野 C トレンチ壁面の写真．グリッドは法面上での 1 m 間隔．
Fig. 10. Photographs of the both walls of the Kono C trench. Grid interval is 1 m on inclined trench walls.
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第 11 図．小野 C トレンチの東壁面断層付近の拡大スケッチ．赤線は断層上部に
Ｖ字形に分布する小断層および亀裂．

Fig. 11. close-up log of the east wall of the Kono C trench. Red lines are V-shaped small 
faults and cracks.
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A

B
断層

断層

AT

4層

第 12 図．小野 C トレンチ壁面の拡大写真．A：東壁面中央部の 4 層を変位させる断層．
B：西壁面中央部の 4 層の分布と壁面奥への連続状況．

Fig. 12. Close-up photographs of the Kono C trench. A: fault cutting unit 4 on the east wall, B: 
distribution of unit 4 on the west wall.
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IV

第 13 図．吉田地点周辺の空中写真図化による地形図と段丘面区分．着色部は段丘面．等高線間隔は 2 m．
Fig. 13. Topographic map of the Yoshida site made by airphotograph measuring. Colored areas show terrace surfaces. 

Contour interval is 2 m.
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ピット掘削位置

100m

右ずれ約45m

第 14 図．宮代地点周辺の空中写真図化による地形図．着色部は段丘面．等高線間隔は 2 m．
Fig. 14. Topographic map of the Miyashiro site made by airphotograph measuring. Colored area shows 

a terrace surface. Contour interval is 2 m.
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第 15 図．宮代地点の地形断面図．断面線位置は第 14 図に示す．
Fig. 15. Topographic cross sections of the Miyashiro site. Survey lines are shown in Fig. 14.

第 16 図．西洞地点周辺の断層地形．岐阜県建設研究センター「県域統合型 GIS ぎふ」を使用．黄色線は 5 m
間隔の等高線，水色線は小河川を示す．

Fig. 16. Fault topography around the Nishibora site. Geoinformation system by the Construction Research Center of Gifu 
Prefecture is used. Contour (yellow lines) interval is 5 m. Light blue lines show water streams.
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Fig. 17. Measured topographic map of the Nishibora site. Contour (red lines) interval is 1 m.
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東壁面

西壁面

第 19 図．西洞トレンチ壁面の写真．グリッドは法面上での 1 m 間隔．
Fig. 19. Photographs of the both walls of the Nishibora trench. Grid interval is 1 m on inclined trench walls.
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第 20 図．西洞ピット壁面の写真．
Fig. 20. Photographs of the both walls of the Nishibora pit.
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